
副市長レビュー（春）協議事項調書 

1 部局名 

（課名） 
都市整備部花みどり担当 （公園課、公園管理事務所）

2 協議事項 

（案件名） 
佐鳴湖公園の再整備による魅力アップについて 

3 背景・現状 

（現状把握で

きる統計数

値など） 

・佐鳴湖公園は 1968 年開園。それ以降、昭和、平成と順次整備してきた

古い公園である。都市計画面積 56.7ha に対し整備済み面積 50.4ha（水

面 120ha 除く）で、整備率は 89％。残り 6.3ha の新規整備が残ってい

る。 

・平日の 1日当たりの利用者数は 995 人で、年間の利用者数は 30万人を

超えると推察される。コロナ禍を経て、健康志向やウェルネス志向もあ

り、利用者がとても多い。陸上競技場や野球場を備える四ツ池公園と同

等の利用者数であり、本市を代表する公園の１つである。 

・利用者の多くが散策やジョギングである。周回園路約 6.6 ㎞のうち、約

1.5 ㎞が未舗装（木道約 220m を含まない）、且つ約 200m の園路未開通

区間があり、利用者から改善の声が多く寄せられている。（市民の声、

議会質問など） 

・2014 年には、ランナーのための休憩施設の設置を望む議会質問があり、

ランニングステーションを核とした公園活性化施設の公募を実施した。

しかし応募者がなく、実現していない。 

・自然保護活動や自然観察など、市民活動も活発である。特に、市民の利

用者が多い北岸管理棟は、講座・展示用スペースとして年間 170件以上

の市民利用がある。一方、暫定的に整備された施設であるため、手狭な

状況である。 

・この他にも、古い基準で作られて老朽化したままのトイレや、西岸の公

園内を縦断する市道における公園利用者の安全確保、駐車場の適正配置

など課題を抱えており、公園全体の再整備方針の元、対応を講じていく

必要がある。 

4 検討経過・

課題 

・1996 年佐鳴湖公園基本構想策定。2003 年佐鳴湖北岸区域基本計画策定

により、北岸地域の整備を実施。2007 年小藪地区基本計画策定。それ

以降、計画の見直しは行われていない。

・日常の公園管理の中で、園路の路面の補修を行っているが、距離が長く、

箇所数が多いため、対応しきれていない。 

・2022～2023 年度に拠点施設検討会を開催。ランナーや自然保護団体な

どの利用者代表の参加による意見交換を実施した。委員から十分な規模

の駐車場、公園内外のアクセス性など、拠点施設を機能させるために必

要な検討事項の指摘があった。 



5-1 方向性の 

提案 
(目指すべき姿) 

・まずは既に開設済み区域内の園路、管理棟、トイレ等の改善を優先し、

市民利用者の満足度向上を目指すこととしたい。 

・できるだけ早く、バリアフリー対応の歩きやすい園路に改善するため、

R6 年度に現状園路の再調査を行い、優先順位を付けて、R7 年度から凸

凹の改善等の改修に着手したい。 

・多くの市民の利用に供する拠点施設の実現に向けて、検討を加速したい。

特に、R6 年度は北岸管理棟の増築を軸に、利用者や専門家、民間事業

者の意向を把握すると共に、財源確保策についても検討する。その結果

を踏まえ、R7 年度から民間活力の導入を見据えた北岸管理棟の再整備

の具体化に着手したい。 

・園路、拠点施設以外の公園全般（新規整備や車道歩道の分離のあり方な

ど）については、まず再整備に向けた基本計画を定め、園路改修等の後

に順次具体化を図りたい。 

5-2上記の方向

性決定に向

け議論する

事項
(妥当性、必要

性、有効性など)

再整備を優先しつつ、新規整備も検討していくことについて 

・公園内全域の再調査と、改修を実施することの是非 

・拠点施設の実現に向けて、検討を加速することの是非 

・中長期的な課題の解決に向けた公園施設全般の再整備について、基本計

画を策定することについての是非

6 結果 

□提案どおり進める 

□サマーレビューで審議 

■提案内容を一部見直して進める 

□再度、調査研究等を行い検討 

□その他 

具体的内容 

中長期的な課題の解決に向けた公

園施設全般の再整備基本計画を策

定したうえで、園路・管理棟など具

体的な再整備に着手すること。 

7 その他 


